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代表者人事 ８月 有限会社佐藤鉄工（平塚市） 佐藤健彦氏（代表取締役社長） 佐藤健二氏（取締役会長）

代表者人事 ７月 有限会社原鐵工所（平塚市） 三堀 誠氏（代表取締役） 原 功氏（取締役会長）

賛助会員だより Part2 No.８ 塗料専門商社としての経験と技術を活かし、あらゆる｢解決策｣を提案します｡

A株式会社アック 相模原営業所
相模原市緑区橋本台2-5-32

TEL:042-703-6425 FAX:042-703-6426
HP：http://www.aｰc-c.co.jp
担当:営業所長 岡林 竜一
:川崎支部担当 大給(おぎゅう) 芳信
:横浜支部担当 中村 裕太・新藤 恒太
:県央湘南・西湘支部担当 原 健一

<担当者コメント>
貴組合員の皆様におかれましては、ます

ますご清祥の事とお喜び申し上げます。
また、平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。
７月より新メンバーの中村が加わり、

営業４人態勢でお邪魔いたします。
塗料・塗装資材の事と言えば『アック』

と言っていただく為に､これからも皆様
方のお役に立てる様、努めて参ります。
今後ともご愛顧の程、宜しくお願い申

し上げます｡

関東支部１都９県 2020年度実質年間鉄骨生産高調査結果報告

関東支部運営委員会が６月に支部構成組合に実施した実質年間鉄骨生
産高調査結果が、第２回運営委員会において発表された。この調査は、
「業界環境の把握」の一環として16年度から毎年行い、今回が６回目で
ある。関東甲信越の組合加入企業は588(587)社で年間鉄骨推定生産高は
118(128)万トン1社平均 1,999(2,188)トンと前年より減少しており、稼
働が低調に転じたことが窺える。回答率は神奈川が６年連続の100％で､
他２県で100％であったが、50％台の県も数県あり、各県の取組状況に
温度差がある。※( )内は昨年度数値｡未回答分はグレード別平均値を考慮し算出｡

各県別の生産高では長野、新潟、群馬の順に多く、神奈川は山梨に次
いで少なかった。昨年度との比較では長野が9％、山梨が6％増加した一
方、千葉の49％減を筆頭に、茨城・栃木が11％、埼玉、神奈川、群馬、
東京と７都県で減少となった。１社平均では長野、東京、新潟の順に多

く、神奈川が最低であった。神奈川 1都9県

社数 生産高 平均 社数 生産高 平均

Ｓ 0 2 106､094 53,047

Ｈ 3 19,720 6,573 64 467,113 7,299

Ｍ 23 22,431 975 215 454,743 2,115

Ｒ 8 2,320 290 157 86,948 554

Ｊ 0 3 0 0

他 14 1,878 134 147 60,724 413

計 48 46,349 966 588 1,175,622 1,999

都県 社数 生産高Ａ 平均 Ｂ Ａ／Ｂ

茨城 63 90,364 1,434 115,523 78%

栃木 54 115,688 2,142 77,640 149%

群馬 65 141,990 2,184 93,414 152%

埼玉 53 79,027 1,491 238,111 33%

千葉 62 90,740 1,464 234,877 39%

東京 46 132,970 2,891 389,805 34%

神奈川 48 46,349 966 237,857 19%

新潟 98 217,020 2,214 59,542 364%

山梨 31 36,168 1,167 22,527 161%

長野 68 225,306 3,313 55,813 404%

計 588 1,175,622 1,999 1,525,109 77%１都９県全体のグレード別生産量は
Ｈが40％、Ｍが39％、Ｓが9％、Ｒが
7％、未認定が5％であった。１社平均ではＨはＭの約3.5(3.2)倍、ＭはＲの
約3.8(3.5)倍仕事をこなしている。神奈川のＭの１社平均生産高は従来同様
１都９県全体のＭの半分以下と少ない。
2020年度の建築着工面積から割り出した鉄骨需要量(上表中のＢ)は153万

トンで２割強の35万トンが域外・組合未加入企業に流出している計算にな
る｡県別の需要量に対する生産高比較では長野は４倍、新潟は3.6倍となって
いるが、神奈川は2割弱で、着工面積需要量からは7割強を占める東京･埼玉

･神奈川･千葉の首都圏は実際には32(35)％しか受注しきれていない状況にある｡

＜大日本塗料 下･上兼用合成
樹脂ペイントのご紹介＞

鉄骨ビューティー(JIS K5561 １種)  
下・上塗兼用塗料のため、これ
一つで仕上げ塗装可能なので工期
を短縮することができます。
工場塗装や現地での上塗り作業

も一つの材料で運用する事が可能
となり、在庫商品の数を減らす事
が可能です。
JIS K5674 の指定が入って

いない案件に是非ご活用ください｡


